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(57)【要約】
【課題】健康管理の対象者と健康管理者との間のコミュ
ニケーションを深め、健康管理の対象者の生体情報と環
境情報の提示を円滑かつ確実にして、より適切な健康管
理を可能にする。
【解決手段】健康管理の対象者が、使用者として、携帯
して使用する携帯型検査端末１には、この使用者の生体
情報が生体情報取得部２で測定され、周囲の環境情報が
環境情報取得部３で測定される。これら生体情報と環境
情報とはデータ処理部４で処理されてこの使用者の体調
情報が形成される。この体調情報は、通信部７からネッ
トワーク通信網８を介して、健康管理者が使用する携帯
端末９に送信される。この携帯端末９では、携帯型検査
端末１から送信された体調情報が通信部１０で受信され
、データ管理部１１で処理された後、表示部１２で表示
される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　健康管理の対象者の生体情報を取得する生体情報取得手段と、
　該健康管理の対象者の環境情報を取得する環境情報取得手段と、
　該生体情報と該環境情報とから該健康管理の対象者の体調情報を取得する処理手段と、
　該体調情報を健康管理者側に送信する通信手段と
　を有することを特徴とする携帯型検査端末。
【請求項２】
　健康管理の対象者の生体情報を取得する生体情報取得手段と、
　該健康管理の対象者の環境情報を取得する環境情報取得手段と、
　該生体情報と該環境情報とから該健康管理の対象者の体調情報を取得する処理手段と、
　該体調情報を他の健康管理の対象者の他の携帯型検査端末に送信し、該他の携帯型検査
端末から該他の健康管理の対象者の体調情報を受信する通信手段と、
　該通信手段で受信した該他の携帯型検査端末からの該体調情報を受信する表示手段と
　を有することを特徴とする携帯型検査端末。
【請求項３】
　請求項１または２において、
　前記生体情報は、体温，血圧，心拍数，発汗量，心電図の波形のいずれかを含む情報で
あることを特徴とする携帯型検査端末。
【請求項４】
　請求項１，２または３において、
　前記環境情報は、気温，湿度，紫外線強度のいずれかを含む情報であることを特徴とす
る携帯型検査端末。
【請求項５】
　健康管理の対象者の生体情報を取得する生体情報取得手段と、該健康管理の対象者の環
境情報を取得する環境情報取得手段と、該生体情報と該環境情報とから該健康管理の対象
者の体調情報を取得する処理手段と、該体調情報を送信する通信手段とを備えた該健康管
理の対象者側の携帯型検査端末と、
　該健康管理の対象者側の携帯型検査端末の通信手段から該体調情報を受信する通信手段
と、該通信手段で受信された該体調情報を処理する処理手段と、該処理手段で処理された
該体調情報を表示する表示手段とを備えた健康管理者側の携帯端末と、
　該健康管理の対象者側の携帯型検査端末の該通信手段と該健康管理者側の携帯端末の該
通信手段とを接続し、該健康管理の対象者側の携帯型検査端末から該健康管理者側の携帯
端末へ該体調情報を伝送する通信網と
　からなることを特徴とする健康管理システム。
【請求項６】
　健康管理の対象者の生体情報を取得する生体情報取得手段と、該健康管理の対象者の環
境情報を取得する環境情報取得手段と、該生体情報と該環境情報とから該健康管理の対象
者の体調情報を取得する処理手段と、該体調情報を送受信する通信手段と、表示手段を備
えた該健康管理の対象者側の携帯型検査端末が複数、通信網を介して接続されてなり、
　該通信網を介して、該携帯型検査端末間で該体調情報を送信し、該体調情報を受信した
該携帯型検査端末の該表示部で受信した該体調を表示することを特徴とする健康管理シス
テム。
【請求項７】
　空気調和機が設置された建屋内に設けられた健康管理システムであって、
　健康管理の対象者の生体情報を取得する生体情報取得手段と、
　該建屋内外の環境情報を取得する環境情報取得手段と、
　該生体情報と該環境情報とを基に、該健康管理の対象者の体調情報を作成し、該体調情
報に応じて該空気調和機を調整して該健康管理の対象者の体調に適合した環境に調整する
環境調整手段と
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　からなることを特徴とする健康管理システム。
【請求項８】
　請求項７において、
　前記環境調整機器は、空気調和機であることを特徴とする健康管理システム。
【請求項９】
　請求項５～８のいずれか１つにおいて、
　前記生体情報は、体温，血圧，心拍数，発汗量，心電図の波形のいずれかを含む情報で
あることを特徴とする健康管理システム。
【請求項１０】
　請求項５～９のいずれか１つにおいて、
　前記環境情報は、気温，湿度，紫外線強度のいずれかを含む情報であることを特徴とす
る健康管理システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、健康管理の対象者の生体情報及びその周囲環境の環境情報を検出する携帯型
検査端末と、その検出結果を病院などの健康管理施設や介護する家族に送信して健康管理
やサービスを実施する健康管理システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　現代社会では、室内，室外間の激しい温度差や冷暖房の効き過ぎのなどにより、身体に
負担がかかり、体調を崩す場合があり、気温や室温，湿度の急激の変化により、体調の維
持が難しくなっているという問題がある。
【０００３】
　このような問題に対して、健康管理の対象者の体調に関する情報と周囲の環境に関する
情報を取得して健康管理を行なう健康管理サービスが提案されている（例えば、特許文献
１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－３１８５６５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、従来の健康管理サービスでは、周囲の環境情報と生体情報とを基に、サービス
センタが健康管理サービスを行なっているが、介護される者などの健康管理の対象者とそ
の介護する者などの健康管理者との間で、生体情報と環境情報を提示して両者間の相互の
コミュニケーションを深め、適切な介護などの健康管理を行なうことができなかった。
【０００６】
　本発明の目的は、かかる問題を解消し、健康管理の対象者と健康管理者との間のコミュ
ニケーションを深め、健康管理の対象者の生体情報と環境情報の提示を円滑かつ確実にし
て、より適切な健康管理を可能とした携帯型検査端末と健康管理システムを提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明による携帯型検査端末は、健康管理の対象者の生体
情報を取得する生体情報取得手段と、健康管理の対象者の環境情報を取得する環境情報取
得手段と、生体情報と該環境情報とから該健康管理の対象者の体調情報を取得する処理手
段と、体調情報を健康管理者側に送信する通信手段とを有することを特徴とする。
【０００８】
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　また、本発明による携帯型検査端末は、健康管理の対象者の生体情報を取得する生体情
報取得手段と、健康管理の対象者の環境情報を取得する環境情報取得手段と、生体情報と
該環境情報とから該健康管理の対象者の体調情報を取得する処理手段と、体調情報を他の
健康管理の対象者の他の携帯型検査端末に送信し、該他の携帯型検査端末から該他の健康
管理の対象者の体調情報を受信する通信手段と、通信手段で受信した他の携帯型検査端末
からの該体調情報を受信する表示手段とを有することを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明による携帯型検査端末は、生体情報が、体温，血圧，心拍数，発汗量，心
電図の波形のいずれかを含む情報であることを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明による携帯型検査端末は、環境情報が、気温，湿度，紫外線強度のいずれ
かを含む情報であることを特徴とする。
【００１１】
　上記目的を達成するために、本発明による健康管理システムは、健康管理の対象者の生
体情報を取得する生体情報取得手段と、該健康管理の対象者の環境情報を取得する環境情
報取得手段と、該生体情報と該環境情報とから該健康管理の対象者の体調情報を取得する
処理手段と、該体調情報を送信する通信手段とを備えた該健康管理の対象者側の携帯型検
査端末と、健康管理の対象者側の携帯型検査端末の通信手段から該体調情報を受信する通
信手段と、該通信手段で受信された該体調情報を処理する処理手段と、該処理手段で処理
された該体調情報を表示する表示手段とを備えた健康管理者側の携帯端末と、健康管理の
対象者側の携帯型検査端末の該通信手段と該健康管理者側の携帯端末の該通信手段とを接
続し、該該健康管理の対象者側の携帯型検査端末から該健康管理者側の携帯端末へ該体調
情報を伝送する通信網とからなることを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明による健康管理システムは、健康管理の対象者の生体情報を取得する生体
情報取得手段と、該健康管理の対象者の環境情報を取得する環境情報取得手段と、該生体
情報と該環境情報とから該健康管理の対象者の体調情報を取得する処理手段と、該体調情
報を送受信する通信手段と、表示手段を備えた該健康管理の対象者側の携帯型検査端末が
複数、通信網を介して接続されてなり、通信網を介して、該携帯型検査端末間で該体調情
報を送信し、該体調情報を受信した該携帯型検査端末の該表示部で受信した該体調を表示
することを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明による健康管理システムは、空気調和機が設置された建屋内に設けられた
健康管理システムであって、健康管理の対象者の生体情報を取得する生体情報取得手段と
、建屋内外の環境情報を取得する環境情報取得手段と、生体情報と該環境情報とを基に、
該健康管理の対象者の体調情報を作成し、該体調情報に応じて該空気調和機を調整して該
健康管理の対象者の体調に適合した環境に調整する環境調整手段とからなることを特徴と
する。
【００１４】
　また、本発明による健康管理システムは、環境調整機器が、空気調和機であることを特
徴とする。
【００１５】
　また、本発明による健康管理システムは、生体情報が、体温，血圧，心拍数，発汗量，
心電図の波形のいずれかを含む情報であることを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明による健康管理システムは、環境情報が、気温，湿度，紫外線強度のいず
れかを含む情報であることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、携帯端末を通じて生体情報と環境情報を提示して、適切な介護，健康
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管理およびコミュニケーションを健康管理の対象者とその健康管理者との間で図ることが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明による携帯型検査端末と健康管理システムの第１の実施形態を示すブロッ
ク構成図である。
【図２】図１における生体情報取得部と環境情報取得部の一具体例を示す構成図である。
【図３】図１における生体情報取得部の他の具体例を示す構成図である。
【図４】本発明による携帯型検査端末と健康管理システムの第２の実施形態を示すブロッ
ク構成図である。
【図５】本発明による健康管理システムの第３の実施形態を示すブロック構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施形態を図面を用いて説明する。
【００２０】
　図１は本発明による携帯型検査端末と健康管理システムの第１の実施形態を示すブロッ
ク構成図であって、１は携帯型検査端末、２は生体情報取得部、３は環境情報取得部、４
はデータ処理部、５は表示部、６は記憶部、７は通信部、８はネットワーク通信網、９は
携帯端末、１０は通信部、１１はデータ処理部、１２は表示部、１３は記憶部である。
【００２１】
　同図において、例えば、健康管理を受ける子供や介護を受ける者など（以下、健康管理
の対象者という）が携帯して使用する携帯型検査端末１とこの子供の健康を管理する家族
や介護する者（以下、健康管理者という）が携帯して使用する携帯端末９とがネットワー
ク通信網８を介して通信可能に接続されて、健康管理システムが形成されている。なお、
この携帯型検査端末１を携帯して使用する健康管理の対象者を、以下、携帯端末１の使用
者といい、携帯端末９を携帯して使用する健康管理者を、以下、携帯端末９の使用者とい
う。
【００２２】
　携帯型検査端末１には、携帯端末１の使用者の体温や血圧，心拍数，発汗量，心電図の
波形などの生体情報を測定する生体情報取得部２と、気温や湿度，紫外線強度などの環境
情報を測定する環境情報取得部３が設けられており、データ処理部４がこれら生体情報，
環境情報を解析処理して、携帯端末１の使用者の体調情報を決定する。ここで、この求め
る体調情報としては、体温や血圧などの体調に直接関係する情報に加え、例えば、体温や
血圧，心拍数，発汗量から求める健康管理の対象者がリラックスしているか、緊張してい
るかの度合いも含むものである。この際、環境情報としての気温と湿度との関係から、環
境条件を考慮した体調の解析・検出を行なうこともできる。
【００２３】
　データ処理部４で検出したこれら体調情報は、通信部７からネットワーク通信網８を介
して健康管理者が使用する携帯端末９に送信され、これとともに、記憶部６に記憶され、
この記憶部６から体調情報が読み出されて表示部５で表示される。この表示により、携帯
端末１の使用者は自分の体調の具合をいつでも知ることができる。この体調情報の表示は
、常時行なうようにしてもよいし、携帯端末１の使用者が携帯型検査端末１での図示しな
い操作手段を操作する毎に、所定時間行なうようにしてもよい。
【００２４】
　携帯端末９では、ネットワーク通信網８からの体調情報が通信部１０で受信される。受
信された体調情報は、データ処理部１１でデータ処理された後、記憶部１３に記憶され、
これから読み出されて表示部１２で表示される。
【００２５】
　これにより、健康管理者である携帯端末９の使用者は、携帯端末１の使用者の体調情報
を表示部１２で知ることができ、この携帯端末１の使用者の体調をいつでも知ることがで
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きる。
【００２６】
　なお、図１で図示しないが、携帯型検査端末１と携帯端末９とは、携帯電話の機能も備
えており、これら間で通話をすることもできる。
【００２７】
　いま、例えば、携帯端末１の使用者、即ち、健康管理の対象者が介護を受ける必要のあ
る被介護者とし、携帯端末９の使用者、即ち、健康管理者がその介護を行なう介護者であ
るとすると、介護者は、携帯端末９に被介護者の体調情報の提示を受けることができるた
め、被介護者から通知されなくとも、常時被介護者の体調を監視することができ、被介護
者に対して正確な介護のタイミングで適切な処置を行なうことができる。
【００２８】
　図２は図１における生体情報取得部２と環境情報取得部３からなる情報取得部の一具体
例を示す構成図であって、２０は腕輪、２１は無線通信部、２２は脈拍センサ、２３は温
度センサ、２４は湿度センサ、２５は紫外線センサ、２６は圧力センサである。
【００２９】
　同図において、この具体例では、生体情報取得部２と環境情報取得部３とからなる情報
取得部が、携帯型検査端末１（図１）での生体情報取得部２と環境情報取得部３以外の部
分（以下、これを検査端末本体という）とは別体のものであり、腕輪２０からなる、例え
ば、手首に装着するブレスレット型の装置をなるものである。この腕輪２０には、無線通
信部２１が設けられており、この無線通信部２１により、携帯型検査端末１の検査端末本
体と通信ができるようになっている。
【００３０】
　腕輪２０には、各種生体情報や環境情報を検出するための脈拍センサ２２や温度センサ
２３，湿度センサ２４，紫外線センサ２５，圧力センサ２６が設けられている。ここで、
脈拍センサ２２は心拍数を検出するセンサであり、温度センサ２３は携帯端末１の使用者
の体温を検出するセンサとその周辺環境の気温を検出するセンサとからなり、湿度センサ
２４は携帯端末１の使用者の発汗量を検出するセンサとその周辺環境の湿度を検出するセ
ンサとからなり、紫外線センサ２５は周辺環境の紫外線強度を検出するセンサであり、圧
力センサ２６は携帯端末１の使用者の血圧を検出するセンサである。
【００３１】
　これらセンサの検出情報は、無線通信部２１により、携帯型検査端末１の検査端末本体
に転送（送信）されてデータ処理部４で解析処理され、体調情報が作成される。
【００３２】
　図３は図１における生体情報取得部２の他の具体例を示す構成図であり、２７はウエス
トベルト、２８は無線通信部、２９ａ～２９ｅは超音波センサである。
【００３３】
　同図において、この具体例は、ウエストベルト２７に無線通信部２８や超音波センサ２
９ａ～２９ｅが設けられたウエストベルト型の装置であって、携帯型検査端末１（図１）
の検査端末本体とは別体のものであり、携帯端末１の使用者の腰に装着するものである。
【００３４】
　ここで、超音波センサ２９ａ～２９ｅは、超音波を用いて心拍数や腹部の各部の内部状
態を検出するものであって、図２に示す生体情報取得部と同様、超音波センサ２９ａ～２
９ｅの検出データが無線通信部２８から携帯型検査端末１（図１）の検査端末本体へ送信
され、データ処理部４で解析処理されてこの携帯端末１の使用者の体調情報が検出される
。
【００３５】
　図１における携帯側検査端末１では、図２に示す生体情報取得部２と環境情報取得部３
との情報取得部を用いてもよいし、さらに、図３に示す生体情報取得部２を追加して用い
るようにしてもよい。あるいはまた、図３に示す生体情報取得部２だけを用いるようにし
てもよい。この場合には、この携帯型検査端末１では、環境情報取得部３が用いられない
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ことになる。
【００３６】
　なお、図１における生体情報取得部２と環境情報取得部３は、図２及び図３に示すよう
に、ブレスレット型，ウエストベルト型のものとしたが、これらに限らず、用途に応じて
イヤリング型やヘアバンド型などの構成とすることも可能である。また、生体情報や環境
情報についても、体温や血圧，心拍数，発汗量，気温，湿度，紫外線強度などを一例とし
て示したが、これに限らず、用途に応じて、センサを追加し、これら以外の生体情報や環
境情報も用いるようにしてもよい。
【００３７】
　以上のように、この第１の実施形態では、生体情報を取得する生体情報取得手段と環境
情報を取得する環境情報取得手段と、この生体情報取得手段から出力された生体情報とこ
の環境情報取得手段から出力された環境情報を送受信する通信手段とを有する携帯型検査
端末を用いて、健康管理者としての他の携帯端末の使用者にこれら生体情報や記環境情報
を提示するものであるから、家族や介護者などの健康管理者が、子供や被介護者などの健
康管理の対象者と一緒に居ても、また、離れた場所に居ても、そして、かかる健康管理の
対象者から直接その体調の報告を受けなくとも、健康管理の対象者の体調情報を取得する
ことができて、かかる体調情報を基に常に正確な体調を把握することができ、健康管理の
対象者に対する健康管理サービスや環境制御，コミュニケーション（アドバイスなど）を
確実に図ることが可能となる。
【００３８】
　なお、このコミュニケーションは、例えば、子供が親から離れている場合には、携帯電
話機能を使用して、通話により行なうこともできる。
【００３９】
　また、この第１の実施形態では、携帯端末９と上記の通信が可能な携帯型検査端末１を
１台として説明したが、これに限るものではなく、複数台の携帯型検査端末１と通信可能
であって、１人の健康管理者が複数人の健康管理の対象者の健康管理を行なうようにする
こともできる。
【００４０】
　図４は本発明による本発明による携帯型検査端末と健康管理システムの第２の実施形態
を示すブロック構成図であって、１ａ，１ｂは携帯型検査端末、２ａ，２ｂは生体情報取
得部、３ａ，３ｂは環境情報取得部、４ａ，４ｂはデータ処理部、５ａ，５ｂは表示部、
６ａ，６ｂは記憶部、７ａ，７ｂは通信部、８はネットワーク通信網である。
【００４１】
　同図において、この第２の実施形態は、図１に示す携帯型検査端末１と同じ構成の携帯
型検査端末１ａ，１ｂがネットワーク通信網８を介して通信可能に接続されて、健康管理
システムを構成するものである。また、これら携帯型検査端末１ａ，１ｂの生体情報取得
部２ａ，２ｂと環境情報取得部３ａ，３ｂは、図２、図３に示す構成をなすものである。
【００４２】
　次に、この第２の実施形態の動作について説明する。
【００４３】
　携帯型検査端末１ａにおいて、生体情報取得部２ａでは、体温や血圧，心拍数，発汗量
，心電図の波形などを測定してその生体情報を取得し、環境情報取得部３ａでは、気温や
湿度，紫外線強度などを測定して環境情報を取得する。データ処理部４ａでは、これら生
体情報及び環境情報を解析処理して携帯端末１ａの使用者の体調情報を決定する。ここで
、この使用者の体調情報は、体温，血圧などの体調に加えて、例えば、体温や血圧，心拍
数，発汗量を基に、この使用者の体調がリラックスしているか、緊張しているかの度合い
も決定する。この際、環境情報である気温と湿度との関係から、環境条件を考慮した体調
の検出を行なうことができる。
【００４４】
　記憶部６ａでは、これらの体調情報が記憶され、これらが読み出されて表示部５ａで表
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示される。この表示部５ａでの体調情報の表示により、その使用者自身がデータ処理部４
ａで得られた体調情報を見ることができて、自分自身の体調を把握することができる。
【００４５】
　また、データ処理部４ａで得られた体調情報は、通信部７ａからネットワーク通信網８
を介して相手側の携帯型検査端末１ｂに送信される。相手側の携帯型検査端末１ｂでは、
携帯型検査端末１ａからの体調情報が通信部７ｂで受信され、データ処理部４ｂでデータ
処理されて記憶部６ｂに記憶され、さらに、記憶部６ｂから読み出されて表示部５ｂで表
示される。
【００４６】
　これにより、携帯型検査端末１ｂの使用者は、携帯型検査端末１ａの使用者の体調を、
健康管理の対象者の体調として、取得して管理することができる。
【００４７】
　また、携帯型検査端末１ｂにおいて、生体情報取得部２ｂでは、体温や血圧，心拍数，
発汗量，心電図の波形などを測定してその生体情報を取得し、環境情報取得部３ｂでは、
気温や湿度，紫外線強度などを測定して環境情報を取得する。データ処理部４ｂでは、こ
れら生体情報及び環境情報を解析処理して携帯端末１ｂの使用者の体調情報を決定する。
ここで、この使用者の体調情報は、体温，血圧などの体調に加えて、例えば、体温や血圧
，心拍数，発汗量を基に、この使用者の体調がリラックスしているか、緊張しているかの
度合いも決定する。この際、環境情報である気温と湿度との関係から、環境条件を考慮し
た体調の検出を行なうことができる。
【００４８】
　記憶部６ｂでは、それらの体調情報が記憶され、これらが読み出されて表示部５ｂで表
示される。この表示部５ｂでの体調情報の表示により、その使用者自身がデータ処理部４
ｂで得られた体調情報を見ることができて、自分自身の体調を把握することができる。
【００４９】
　また、データ処理部４ｂで得られた体調情報は、通信部７ｂからネットワーク通信網８
を介して相手側の携帯型検査端末１ａに送信される。携帯型検査端末１ａでは、相手側の
携帯型検査端末１ｂからの体調情報が通信部７ａで受信され、データ処理部４ａでデータ
処理されて記憶部６ａに記憶され、さらに、記憶部６ａから読み出されて表示部５ａで表
示される。
【００５０】
　これにより、携帯型検査端末１ａの使用者は、携帯型検査端末１ｂの使用者の体調を、
健康管理の対象者の体調として、取得して管理することができる。
【００５１】
　ここで、図４で図示しないが、携帯型検査端末１ａ，１ｂは、携帯電話の機能も備えて
おり、これら間で通話をすることもできる。
【００５２】
　このように、携帯端末１ｂの使用者は、相手側（携帯端末１ａの使用者）の体調を携帯
型検査端末１ｂの表示部５ｂで確認することができるし、携帯端末１ａの使用者は、相手
側（携帯端末１ｂの使用者）の体調を携帯型検査端末１ａの表示部５ａで確認することが
でき、夫々の携帯型端末１ａ，１ｂの使用者は、互いに健康管理の対象者と健康管理者の
関係となり、互いに相手側の携帯端末の使用者の管理しあえることになる。
【００５３】
　そこで、例えば、携帯型検査端末１ａの使用者と携帯型検査端末１ｂの使用者と親子関
係にあるとし、携帯型検査端末１ａの使用者が子供で、携帯型検査端末１ｂの使用者がそ
の親とすると、親は、携帯型検査端末１ｂでもって、健康管理者として、その子供の体調
情報を取得することができて、いつでもこの子供の体調を確認することができ、子供の体
調が悪い場合には、これに対して、正確な健康管理のタイミングで適切な処置を行なった
り、アドバイスを行なうことができる。同様にして、子供は、携帯型検査端末１ａでもっ
て、健康管理者として、その親の体調情報を取得することができて、この親の体調を確認
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することができ、親の体調が悪いことが確認した場合には、これに対して、正確な健康管
理のタイミングで適切な処置を行なったり、アドバイスを行なうことができる。なお、こ
のアドバイスは、子供が親から離れている場合には、携帯電話機能を使用して、通話によ
り行なうこともできる。
【００５４】
　ここで、携帯型検査端末１ａでの生体情報取得部２ａや環境情報取得部３ａ、携帯型検
査端末１ｂでの生体情報取得部２ｂや環境情報取得部３ｂは、図１に示す第１の実施形態
と同様、図２に示すブレスレット型や図３に示すウエストベルト型とすることができるが
、これらに限らず、用途に応じてイヤリング型やヘアバンド型などの構成も可能である。
また、生体情報や環境情報も、一例として、体温や血圧，心拍数，発汗量，気温，湿度，
紫外線強度などとするが、これに限らず、用途に応じて、センサを追加してこれら以外の
生体情報や環境情報も用いるようにしてもよい。
【００５５】
　なお、図４における携帯型検査端末１ａ，１ｂでは、図２に示す生体情報取得部２と環
境情報取得部３とだけを用いてもよいし、さらに、図３に示す生体情報取得部２を追加し
て用いるようにしてもよい。あるいはまた、図３に示す生体情報取得部２だけを用いるよ
うにしてもよい。この場合には、携帯型検査端末１ａ，１ｂでは、環境情報取得部３が用
いられないことになる。
【００５６】
　以上のように、この第２の実施形態においても、先の第１の実施形態と同様、生体情報
を取得する生体情報取得手段と環境情報を取得する環境情報取得手段と、この生体情報取
得手段からの生体情報とこの環境情報取得手段からの環境情報とを送受信する通信手段を
有する携帯端末を用いて、複数の使用者間で生体情報と環境情報との提示を行ない、互い
に健康管理者となるとともに、互いに健康管理の対象者となって、これらに基づいた健康
管理サービスや環境制御，コミュニケーションを図ることが可能となる。
【００５７】
　図５は本発明による健康管理システムの第３の実施形態を示すブロック構成図であって
、３０は建屋、３１は環境制御装置、３２は空調制御装置、３３は環境取得マルチセンサ
、３４は生体情報取得マルチセンサ、３５はシステム使用者である。
【００５８】
　同図において、この第３の実施形態の健康管理システムは、このシステムを使用する者
（以下、システム使用者という）３４の建屋（システム使用者の住居の部屋あるいは病院
の病室などの領域）３０には、その内部（室内）の環境（室温や湿度など）を調整する環
境調整機器としての空気調和機が設けられているが、システム使用者の体調に応じて、空
気調和機を制御し、建屋３０内の環境を調整することができるようにしたものである。
【００５９】
　かかる健康管理システムは、システム使用者３５が携帯し、このシステム使用者３５の
生体情報を取得する生体情報取得マルチセンサ３４と、室内や室外の環境情報を取得する
環境情報取得マルチセンサ３３と、システム使用者３５の体調に応じて空気調和機の空調
制御装置３２を制御し、室内の環境を調整する環境制御装置３１とから構成されるもので
ある。
【００６０】
　環境情報取得マルチセンサ３３は、図１での携帯型検査端末１における環境情報取得部
３と同様な構成をなし、室内及び室外の気温や湿度，紫外線強度など環境情報を取得する
検査端末であり、生体情報取得マルチセンサ３４は、同じく携帯型検査端末１での生体情
報取得部２と同様な構成なし、システム使用者３５の体温や血圧，心拍数，発汗量などの
生体情報を取得する携帯型検査端末である。
【００６１】
　次に、この第３の実施形態の動作について説明する。
【００６２】
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　環境情報取得マルチセンサ３３は、リアルタイムで室内及び室外の気温や湿度，紫外線
強度などの環境情報を取得し、環境制御装置３１に送信する。これと同時に、生体情報取
得マルチセンサ３４も、リアルタイムでシステム使用者の体温や血圧，心拍数，発汗量な
どの生体情報を取得し、環境制御装置３１に送信する。
【００６３】
　環境制御部３１は、環境情報取得マルチセンサ３３からの環境情報と生体情報取得マル
チセンサ３４からの生体情報とに基づいて、システム使用者３５の体調を検出し、検出し
た体調を基に、システム使用者３５にとって最適な室内環境（温度、湿度、風、照明、匂
いなど）が得られるように、空調制御装置３２を制御する。さらに、システム使用者３５
の今後の予め決められたスケジュール情報に基づいて、健康管理情報（服装や薬服用，食
事メニュー，病院情報など）の提示も行なう。
【００６４】
　例えば、生体情報取得マルチセンサ３４が検出するシステム使用者３５の体温や発汗量
により、システム使用者３５にとって室内温度が高いと判断した場合には、環境制御部３
１は、空気調和機が室内温度を低くする動作をするように、空調制御部３２を設定制御す
る。
【００６５】
　以上のように、この第３の実施形態では、室内環境をリアルタイムに各個人の体調に合
わせて制御することが可能となり、体調管理や予防処置を事前に実施することで、快適で
健康な生活を送ることが可能となる。
【符号の説明】
【００６６】
　１，１ａ，１ｂ　携帯型検査端末
　２，２ａ，２ｂ　生体情報取得部
　３，３ａ，３ｂ　環境情報取得部
　４，４ａ，４ｂ　データ処理部
　５，５ａ，５ｂ　表示部
　６，６ａ，６ｂ　記憶部
　７，７ａ，７ｂ　通信部
　８　ネットワーク通信網
　９　携帯端末
　１０　通信部
　１１　データ処理部
　１２　表示部
　１３　記憶部
　２０　腕輪
　２１　無線通信部
　２２　脈拍センサ
　２３　温度センサ
　２４　湿度センサ
　２５　紫外線センサ
　２６　圧力センサ
　２７　ウエストベルト
　２８　無線通信部
　２９ａ～２９ｅ　超音波センサ
　３０　建屋
　３１　環境制御装置
　３２　空調制御装置
　３３　環境取得マルチセンサ
　３４　生体情報取得マルチセンサ
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　３５　システム使用者

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】
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